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る研究は，その後Baron（1967）（2），平沢（1969）く苧）

されるに到り，神経科領域におい

研究カミなされつつある（4）は）（6）（7〉。しかし，学校保健，特に発育発達の観点からこの

種の研究を行なったものほきわめて少ない（8）他。

いうまでもなく，直立姿勢ほ人間を他の動物と区別する最も著しい定義のひとつであり，この

直立姿勢を保持する能力，即ち直立能力を定量的に評価することほ人間の生理棟能を解明するた

めの重要な方法のひとつであると考えられる。そこで今回我々ほ，この直立能力を重心計（ダラ

ピコーダー）を用いて，中。高校生の身体の重心点の位置及びその移動量から測定したところ，

興味ある結果を得たので，その2・3の知見について報告する。

方 法

1）測定装置

従来の重心計ほ，（1）荷重負荷に対して記録図の歪

みが大きく測定範問も狭い，（2）周波数特性が低い，

（3）荷重負荷に対する1iniarity が悪い，などの欠点

を有していたが，今回の測定でほこれらの点を改良

した Gravicorder（ブラピコーダー）を用いた。

重心点の位置は，、図1の測定原理図に示すごと

く，Pl，P2，P3の3個のストレインゲージから，荷

重P（Ⅹ，Y）位置のをモーメソトのつりあいによ

って求めることができる。

2）測定方法及び対象

まず被検者に Gravicorder の検出∵台の上に両足

をそろえた状態で20秒間，次に左足で10秒間，右
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図1 ダラピコーダーの測定原理図



足で10秒間立たせこの時の重心図electrogravitio

gram（EGG）をⅩYレコーダーに記録した（図

2，写真1）。

吋㌣S里p小n

Ⅰ2。m

eyes el¢Sed

諺00
0

＼

＼

0

鼻 脅

逃∠
如 歩こヲ申ゝち二見た驚心慮の軌跡

e・、ト：蘭足立洛∴R，L一；をれぞれの片足認、ら′

左i志願i一ご嶺ニミ志間取∴

図2 健康成人の重心図（EGG） 写真1 測 定 風 景

分析ほ，ⅩYレコーダーによる記録図からその最外側を長方形で糾んだ時の面積を求めた仙。

また童心移動軌跡距離ほ，速度アナログ量を専用コンピュータ叩（グラビアナライザー）によっ

て積分して求めた。尚，被検老にほ眼前約1．5mの固祝目標を注視させ，できるだけ身体を動か

さない様注意を促した。

対象ほ東京教育大学付属駒場中。高等学校の中学1年生から高校3年生までの男子316名であ

る。対照とした小学生ほ長野県，静岡県，神奈

川県の3小学校の男子児童198名である（8）。

Ⅲ 結 果

1）両足をそろえて立った時の重心点の位

置（GN￥）ほ足長を1¢0％とした時をこ瞳か

ら，小学生ほ40．18％，中学生は40．76％，

高校生ほ41．76％であり，加令とともに前方

に移行する傾向がみられたが，平沢8おによれ

ば成人の平均値は47％であり，この値よりほ

やや後方にあった。（図3）

2）両足立ち時のEGGの面積（Nxy）ほ小

学生でほ加令とともに小さくなるが，∴中。高

校生でほほとんど年令差はみら束なかった。

（図4）
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図4 両足立ちにおけるEGGの面積
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く図5 片足立ちにおけるEGGの面積
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図6 両足立ち及び片足立ちにおけるEGGの面積の総和

3）片足立ち時のEGGの面積は，小学生から高校3年生までにおいて加令とともに減少を示

した。また，小学生高学年及び中。高校生でほ，左足立ちよりも右足立ちにおけるEGGの面積

が小さかった。（図5）

4）雨足立ち，舟足立ちにおけるEGGの面積の総和でほ，り、学生で急激に減少した後，中・

高校生でほ漸減する傾向がみられた。（図6）

5）中学1年生120名及び中学3年生110名において，身長及び体重と両足立ち時における

EGGの面積との問には相関ほみられなかった。（表1，図7）

6）EGGの面積値と総軌跡距離との相関係数ほ

0．57であった。（P＜0．001）

Ⅳ 考 察

1）雨足をそろえて立った時の重心点の威からの

表1 EGGと形態の相関係数

＼＼ゝ＼＼、、形態
＼

EGG、＼
身 長 体 重

GNY （％）

Nxy （002）

Nxy （％）

1

4

ハ
X
U

l

1

0

0

0

0

0．08

0．07

仙0．10

位置（GNY）ほ未だその意味づけがなされていな n＝120（12才）

いが，加令とともに前方に移行する傾向ほみられるものの形態的に成人に近い高校生においても

成人より約5％も後方に位置していることから，単に筋。骨格の相互位置関係だけでなく，GN

Yには神経系によるfactorも関与しているのでほないかと考えられる。

－144－



mC

nU91

ODOl

071

nV6
1－▲

i50

0
0
も

0
0
0
0
0

0
0

0
0
書

○

句

♂
○

も

◎
○

◎

。

㌔

¢
か
ふ
血

中

盛

砂

厚

．
‥
．
…
瑠
㌔

○

鴨

。
。
。
。

0

0

0
0

0

0

ぜ

。
○

。
。
・
．

帥

0

0

0

0
0

ぷ
潜
む
H

H l鵬．22士4．87em

A 2．52±1．32cm2

N＝110

◎
魯

00

1 2 3 4 5 6 7 8

（珊王）・

Area ofEGG（botb feet）

図7 EGGと身長の相関

2）両足立ち時のEGGの面積は中。高校生でほほとんど年令差がみられず，又，加令による

減少が小さいことから，両足で安定した直立姿勢を保つ能力は児童期に発達し，12。13才頃まで

にはぼ完成するものと考えられる。

3）両足立ちに比較して，片足立ち時のEGゝGの面積ほ小学生から高校3年生まやこおいて加
令とともに減少を示したが，片足で立つということは両足で立つことに比べて筋力的㌢こぼるかに

高度な動作であり，従って筋力の増加期である高校生においても片足立ち時のEGGの面積ほ減

少したものと考えられる。又，小学校低学年でほ左足立ち，右足立ちの差がほとんどみられない

が，高学年以後では明らかに右足立ちの方がEGGの面積ほ少ない。このことは加令による身体

活動量の増加に伴なう下肢の磯能分化を示しているのでほないかと考えられる。

4）両足立ち，片足立ちにおけるEGGの面積の総和ほ小学生において急激に減少するが，中

。高校生においても漸減することから，直立能力は中。高校生期においても発達が続き，成人に

おいて完成するものと考えられる。
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5）中学1年生及び中学3年生において形態と両足立ち時におけるEGGと，め間に相関がみら

れなかったことから，EGGの動揺度ほ身体の大きさにほ関係なく，その個人固有のものである

と考えられる。従って従来の研究にある如く，EGGの面積を身長又ほ足の大きさで補正する必

要ほないと思われる。

6）EGGの面積億と総軌跡距離とは相関が高く，どちらの parameter も直立能力の定量化

に重要な意味を持つものと思われる。

1

2

3

中・高校生においても直立能力の発達が認められた。

直立能力における Late妄aldominanceほ9才頃より現れると推定された。

EGGの面積値と形態とは相関がみられなかった。
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